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紀の川河川整備計画（治水）の進め方(案)



対象洪水の選定

大滝ダムの活用
（ダムの最大効果）

紀の川河川整備
計画（案）の決定

紀の川河川整備計画（治水）の進め方（案）

・紀の川にとって考慮すべき
　　　　　　　洪水パターン（流量最大）
・紀の川で最も起こりうる洪水パターン
・戦後発生した最大降雨洪水パターン

・氾濫現象
・流下能力
・土地利用等

・暫定操作方法の検討
・想定する洪水に対して
　最大限効果を発揮する効果
・問題点の整理

・氾濫現象
・流下能力
・土地利用等

（方策）
・積み上げ方式の整備
　（10年後、20年後、30年後、それぞれの効果の積み上げ計画）
・費用対効果からの整備
　（整備効果のあるものからの積み上げ）
・早期に効果を発揮する整備
　（早期に効果が発揮でき、なおかつ整備効果の高いもの）
・環境を考慮した整備

（考慮すべき条件）
　・予算
　・環境

整備計画（原案）
の決定

（問題がある場合
フィードバック）

今後２０～３０年間に
おける河川整備計画
の原案について議論

紀の川における弱点
の共通認識

紀の川における弱点
の共通認識

○どこが危険なのか
○何が原因で危険なのか

○どこが危険なのか
○何が原因で危険なのか

（問題がある場合
フィードバック） 第

７
回

第
８
回
以
降



紀の川河川整備計画作成フロー（案）

【大テーマ】 【議事】 【紀の川流域委員会】【年度】
紀の川流域委員会設立 委員会運営方針、情報公開等 第１回（H13.6.7）

紀の川の良いところ
紀の川の悪いところ
《現状の認識》 治水の現状、各委員紀の川への思い 第２回（H13.7.18）

《現状の認識》 現地視察（紀の川本川） 第３回（H13.9.6）

《現状の認識》 現地視察（大滝ダム・紀伊丹生川ダム） 第４回（H13.9.12）

《現状の認識》 利水の現状、大滝ダムの効果 第５回（H13.11.2）

《現状の認識》 環境の現状、各委員からの情報提供 第６回（H13.12.20）

《課題の認識》 治水の課題（前提条件整理） 第７回（H14.3.2）

《課題の認識》 治水の課題 第７回（H14.3.2）

《対応方針》 治水対策(案) 　

《課題の認識》 利水の課題（前提条件整理） 　

《対応方針》 利水対策（案）

《課題の認識》 環境の課題（前提条件整理）

《対応方針》 環境対策（案）

どうすれば良いか

《対応方針》 代替案の検討 　

河川整備計画原案の作成

河川整備計画原案の提示

皆様からの意見

《意見聴取方法》 意見聴取方法の議論

《意見聴取》 《意見聴取》

河川整備計画原案の修正提示

河川整備計画の案の決定

《答申》 答申案の議論

答申

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度


